
第１回 奈良市総合教育会議 概要 

 

開催日時：平成２７年６月３日（水）１４時００分～１５時００分 

開催場所：奈良市役所第２１会議室（北棟６階） 

協 議 題：（１）奈良市総合教育会議の運営について 

     （２）大綱の策定方針について 

     （３）緊急の場合の対応について 

出 席 者：仲川げん（奈良市長） 

     杉江雅彦（奈良市教育委員長） 植松滋子（奈良市教育委員） 

     都築由美（奈良市教育委員）  中室雄俊（奈良市教育長） 

     （欠席：金春教育委員） 

開催形態：公開（傍聴人：なし、報道：読売新聞） 

 

１ 挨拶（奈良市長 仲川げん、奈良市教育委員長 杉江雅彦） 

２ 協議題 

（１） 奈良市総合教育会議の運営について 

  ○「奈良市総合教育会議運営要領」について提案通り承認 

（２） 大綱の策定方針について 

  ○大綱の策定方針について、提案通り承認 

  ○「どのような子どもを育てていくのか」というテーマで意見交換 

   【主な意見】 

    ＊コンピュータやロボットが進化していく中で、いかに機械を生活に役立てられるかが大切 

    ＊正解のない時代を生き抜いていくことができる子ども 

    ＊多様性を尊重し、共感できる子ども 

    ＊奈良にある自然や歴史的な文化、風土から学ぶことができる感性や気づきの力をもった子ども 

    ＊自分で考え、課題を見つけ、周りと協働して解決方法を見つけ、自分で行動できる子ども 

 ○上述の議論を踏まえ、「どのような教育をしていくべきか」というテーマで意見交換 

   【主な意見】 

    ＊機械と技術を活用するためにも、科学教育が必要 

    ＊１０年、２０年後の子どもの姿を見据え、キャリア教育が大切 

    ＊格差の拡大が予想される中、経済的な教育支援や、子育て支援の充実 

    ＊確かな学力と、自ら考え、判断し、行動できる人づくりのためにも、課題解決型学習が必要 

    ＊様々な教育手法を駆使し、子どもたちの可能性を伸ばしていく教育が必要 

    ＊キャリア教育を活用した、アウトプット型の教育に取り組むべき 

    ＊文化的なところを大切にした教育も必要 

    ＊グローバル化した社会を生き抜く時の為、奈良で学んだというアイデンティティを持たせたい 

（３） 緊急の場合の対応について 

  ○緊急の場合の対応について、提案通り承認 

   【主な意見】 

    ＊緊急の場合は、市長と教育長で素早い対応をお願いしたい。そして、速やかに教育長から教育委員

会に報告をいただきたい 

  閉会 


